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使う4 ルータの便利な設定

•［LANインタフェース］
インタフェースIPアドレス、インタフェースサブネットマスク
を入力し、ブロードキャストをインタフェースIPアドレスとサ
ブネットマスクから算出し、ホスト部がオール1またはオール
0となるブロードキャストを選択します。

•［WAN#1・WAN#2・シリアルインタフェース］
• ダウン 指定インタフェースのルーティングをOFFにしま
す。

• ブロードキャスト インタフェースタイプがブロードキャス
トの時に選択します。
選択した場合は、WAN回線側のブロードキャストアドレス
を入力します。
インタフェースサブネットマスクには、インタフェースアド
レスに対するサブネットマスクを設定します。インタフェー
スタイプがブロードキャストの場合、新規登録時に設定が省
略されると、インタフェースアドレスがクラスAでは
255.0.0.0、クラスBでは255.255.0.0、クラスCでは
255.255.255.0が設定されます。
省略時は、ホスト部がオール1のアドレスが設定されます。

• ポイントツーポイント
相手インタフェースアドレスには、相手先のインタフェース
アドレスを指定します。省略ができます。
相手インタフェースサブネットマスクには、インタフェース
アドレスに対するサブネットマスクを設定します。

［送信］をクリックします。
設定内容が本装置に送信され、確認画面が表示されます。

4
［OK］をクリックします。
設定内容を有効にするには、本装置のリセットが必要です。

（☛P39）
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ルータ機能を
使う4 インフォメーション

「ipinterface」と入力します。1
<コマンド操作>

#ipinterface

<LAN>

up  broadcast

address:192.168.1.1 subnet:255.255.255.0

broadcast:192.168.1.255

<HSD>

down  broadcast

<ISDN1>

up  pointTopoint

address:192.168.1.1 remote:192.168.168.102

remotesubnet:255.255.255.255

<ISDN2>

down  broadcast

#

ルーティングインタフェースが以下のように
表示されます。

2

コマンド入力待ち状態になります。3











273

ル
ー
タ
機
能
を

使
う

4

エラーログを表示するには（elogコマンド）

エラーに関するロギングとして次の項目を表示ます。
• 通し番 • ログID
• ロギング時刻 • エラーコード
• タスクID • ログメッセージ

［インフォメーション］画面で、［エラーログ
表示］をクリックします。
［インフォメーション］画面で、 ◎ ⁷悗霽咹 咹ヌま まトヲヲま Œ層ヱヰ¯ 随隘ヨマł酲霽xiii幡ほ○ 咹 咹® リ醴á僧øヮ 堉 ゃ過棰◉椓ま ま 悗-ヮœ 塼僧⁷œ 悗-ヮœ 搨請ま啊ま靜じ整29兟翠磦ま ま ま まトヲďナ▊硝整79棰á 酔悗ラ â â悗咿悈に-敗恑 ま ま氺サ ゃ ま⁷
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回線ログを表示するには（llogコマンド）

［インフォメーション］画面で、［回線ログ表
示］をクリックします。
回線ログが表示されます。ブラウザで再読込み

新の状態が表示されます。

1

回線に関するロギングとして次の項目を表示します。
• 通し番号
• ロギング時刻
• 回線種別
• エラーコード
• ログメッセージ

切断時や接続が失敗した時などは憤

“Disconnected”）や接続失敗時のログ（ログメッセージが“Connect fail”）の｢エラーコード｣に16進値で記録されて

います。PPPでの認証失敗時やデータリンクレベルでの接続失敗時の原因も記録されます。

<Webブラウザ

●回線ログのみ鯡圡

項目名 意味

シーケンス番号

榛

選択した回線

回線の状況

seq

uptime

channel

ecode
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「alog」と入力し、Enterを押します。1
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